
産業廃棄物処理施設における 
廃棄物受入等に関する説明会 

公益財団法人岡山県環境保全事業団 

平成25年2月26日、27日 

本日の説明内容 

 １．受入基準の改定 
 
 ２．トラブル事例 
 
 ３．搬入にあたっての注意事項 
 
 ４．マニフェスト記載時の注意事項 
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水島埋立処分場 

水島埋立処分場 第1処分場 

水島埋立処分場 第2処分場 
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受入基準の改定 

主なものを抜粋 
１．一部の廃棄物（ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ及び陶磁器
くず、金属くず等）は大きさの見直し 

２．特別管理産業廃棄物（廃石綿等）の袋の
大きさは原則中袋（650mm×850mm）以
下の専用袋を使用 

３．袋詰めの場合、透明のポリ袋を使用する
ことを明記（半透明、土嚢袋、フレコンは
不可） 
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受入基準の改定 ①大きさの見直し 

• ガラスくずコンクリートくず及び陶磁器くず（石
膏ボード等）、金属くず等の最大径を見直しま
した。 

    改定前   改定後 
  最大径15cm以下 →  最大径概ね50cm以下 
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受入基準の改定 ②廃石綿等の改定 

• 特別管理産業廃棄物（廃石綿等）の袋の大きさを原則
中袋(650mm×850mm)以下の専用袋で搬入するよう
改定しました。 

    改定前   改定後 
  ・袋の大きさの定め無し →  ・原則中袋以下の専用袋 
  ・最大径50cm以下 
  ・中空比0.5以下 

                              ※変更箇所のみ表示 
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受入基準の改定 ②廃石綿等の改定 

中袋(650mm×850mm) 大袋(850mm×1280mm) 
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大袋での搬入は 
ご遠慮ください 

廃石綿等の投棄場所について 

（投棄場所および投棄方法） 
 廃石綿の投棄場所については、当団が
指定する場所へ手降ろしにより投棄してく
ださい。（平成24年8月6日通知） 
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廃石綿等の投棄に関するお願い 

 １．袋が破れないよう手降ろしにて投棄してください。 
   ※ 袋の放り投げ禁止 

 ２．ユニック等の使用はできません。 
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受入基準の改定 ③袋詰めについて 

• 袋詰めの場合は、透明のポリ袋を使用してください。 

  ※半透明のポリ袋・土のう袋・フレコンバッグでの搬入はで
きません。 
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受入基準等の改定施行日について 

◆ 受入基準の改定を含め、「産業廃棄物処理処
分施設 利用の手引き（平成25年4月1日改定）」に
記載している内容は平成25年4月1日から施行い
たします。 
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本日の説明内容 

 １．受入基準の改定 
 
 ２．トラブル事例 
 
 ３．搬入にあたっての注意事項 
 
 ４．マニフェスト記載時の注意事項 
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トラブル事例 ①飛散が激しい廃棄物 

改定内容 
・廃棄物荷降ろし時の飛散が激しい廃棄物
は、個別に飛散防止措置を講ずるよう明記
しました。 
・著しく飛散性を有するものは、加湿、袋詰
め等措置を講じてください。（平成24年6月29日通知） 
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トラブル事例 ①飛散が激しい廃棄物 

荷降ろし後の状況 

改善前 

廃棄物：鉱さい 改善後 
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トラブル事例 ①飛散が激しい廃棄物 

改善後 改善前 

廃棄物：石膏ボード 
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トラブル事例 ②大気との接触等で発熱する廃棄物 

• 他の廃棄物との混合・水との混合・大気との接触等により、
「排水処理又は排ガス処理に支障をきたすもの」、「発火物、
引火物、爆発物、発色物及び発熱するもの」、「危険性のあ
るガスを発生するもの」は受入できません。 

改善前 改善後 

114.7度 22.2度 
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トラブル事例 ③廃プラに混ざって搬入された異物 

困ってます！ 
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板状金属 
 

困ってます！ 
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ワイヤーロープ、機械類等 
 

トラブル事例 ③廃プラに混ざって搬入された異物 



困ってます！ 

漁網等 
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トラブル事例 ③廃プラに混ざって搬入された異物 

困ってます！ 
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鉄くず、硬質プラスチック 

トラブル事例 ③廃プラに混ざって搬入された異物 
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搬入にあたっての注意事項（トラックシート） 

 １．計量所に進入する前には、積載物が確認できる 
   よう荷台のシートを外してください。 

 ２．計量所から廃棄物投棄場までに積載物が飛散 

 する場合は、シート掛け場でシートを掛けてください。 
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シート外し場 
計量所 

シート外し場 
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シート掛け場 

シート掛け場 
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搬入にあたっての注意事項（放射線自動監視装置） 

平成25年4月1日から廃棄物放射線量を測定開始
します。 

 １．進入ゲートから停止線まで5km/時以下でお願い 
   します。 
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 ２．放射線自動監視装置の手前で停止してください。 
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ここから5km/時以下 

計量所 

放射線自動監視装置 

停止線 

放射線自動監視装置 
進入ゲート 
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停止線 

計量所 

放射線自動監視装置 
放射線自動監視装置（拡大写真） 

搬入にあたっての注意事項（処分場内での注意事項） 

 １．誘導看板を遵守し投棄場まで搬入してください。 

 ２．注意喚起看板を遵守してください。 

                   （一時停止・徐行等） 

 ＜通行ルールについて＞ 

 ＜処分場内での注意事項について＞ 

 １．処分場内は禁煙となっております。 
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注意喚起看板 
29 

投棄場への誘導看板 
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搬入にあたっての注意事項（ヘルメット着用） 

水島処分場及び水島クリーンセンターで車両から降
りて作業する場合はヘルメットを着用してください。 
 
 例えば ◆車の荷台の扉を開ける場合 
    ◆廃石綿等を手降ろしする場合 
     ◆トラック清掃場で車の荷台に付着 
                         した廃棄物を掃除する場合 

       など 
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搬入にあたっての注意事項（ライフジャケット着用） 

青線より中で車両から降りて作業を行う際はライフジャケットを
着用してください。なお、ライフジャケットは各自で準備してくだ
さい。（平成24年11月12日通知） 
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（目的） 

 トラックの荷台に付着した廃棄物を清掃
(掻き落とし)するための場所 

搬入にあたっての注意事項（トラック清掃場） 
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トラック清掃場でのお願い 

 １．ライフジャケットを着用してください。 

 ２．清掃が終わったらすみやかに退場してください。 
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 トラックのボディー（外側）に付着した
廃棄物を洗浄するための場所(平成24年11月12日通知) 

（目的） 

搬入にあたっての注意事項（トラック洗車場） 
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トラック洗車場でのお願い 

 １．荷台の洗浄はできません。 

 ３．工業用水のため飲用できません。 

 ２．使用したホースは片づけてください。 

４．洗車が完了したらすみやかに退場してください。 
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 主なものを抜粋 
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マニフェスト記載時の注意事項 
＜記入ミスや記入もれの多い箇所＞ 
 ① 廃棄物の数量・・・廃棄物の重量又は体積をﾄﾝ、ｷﾛｸﾞﾗﾑ、又 
               は立方ﾒｰﾄﾙ、ﾘｯﾄﾙ等の単位とともに記入 
               してください。 
 ② 搬出時温度・・・燃え殻、ばいじん、汚泥、鉱さい、自動車破 
             砕物、切断残渣などの廃棄物は搬出時に検   
             温し、その測定値を記入してください。 
 ③ 交付担当者・・・ﾏﾆﾌｪｽﾄの交付担当者の氏名を記入してくだ 
             さい。 
 ④ 荷姿・・・バラ、袋など具体的な荷姿を記入してください。 
 ⑤ コード番号・・・事業団通知の「ｺｰﾄﾞ番号表」をご覧のうえ、正 
             しいコード番号を記入してください。 
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マニフェスト記載時の注意事項 
＜記入ミスや記入もれの多い箇所＞ 
 ⑥ 産業廃棄物の種類・・・「普通の産業廃棄物」もしくは「特別 
                 管理産業廃棄物」の該当する一方に 
                 チェックマーク（レ印）又は丸印をつけ、 
                 さらに廃棄物の種類のあてはまるも 
                 のにチェックマーク又は丸印をつける。 
                 石綿含有産業廃棄物に該当する場合  
                 については、空欄に「石綿含有産業廃 
                 棄物」と記入してください。 
 ⑦ 事業場（排出事業場）の所在地・・・事業場の所在地を記入 
                         してください。 
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記入ミスなどがあった際のながれ 

計量所で
記入ミス
発見 

運転手が
事業団事
務所へ回
る 

事業団か
ら排出事
業者＜担
当者＞へ
連絡 

内容確認 

マニフェスト
修正（即日
修正できな
い場合、マ
ニフェストを
郵送し修
正） 
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○ 廃棄物の搬出前にマニフェストの記入もれ、記入ミス等がない
か確認してください。 

＜計量所で記入ミスを発見した場合＞ 

○ マニフェストは、排出事業者の担当者が産業廃棄物の種類、
数量、処理業者の名称等を正確に記載するものです。 

交付時における留意点 

• 産廃管理票に関する基本事項 
   ①（産廃の）種類別に交付 
   ②（産廃の）運搬先別に交付 
   ③車両別に交付 
   ④中間処理産廃の処理 
      →中間処理業者が交付 
   ⑤処理終了後、５年間保存 
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さいごに 

• マニフェストについてもっとくわしく知るには？ 
   →「産業廃物管理票制度マニフェストシステムがよくわかる本」 
     （発行：公益社団法人全国産業廃棄物連合会） 
     詳しくは一般社団法人岡山県産業廃棄物協会 
 
      
 
• 事業団専用のマニフェストあります 
   →処分業者欄などに当事業団の内容を記載済みの 
    専用マニフェストを一般社団法人岡山県産業廃棄 
    物協会で販売しています。 

一般社団法人岡山県産業廃棄物協会 
岡山市北区津高628-6  
Tel 086-254-9383、Fax 086-254-8766 
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